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偽りの神話

一起源伝承にみるヴァルド派の集団意識について－

有田豊
M/〃ん？‘RIZ〃

本稿で取り上げる「ヴァルド派｣LesVaudoisとは, 12世紀のリヨンで生まれ

た平信徒による説教集団のことを指す． この集団の起源は， リヨンの裕福な商

人であったヴァルデスVald6sという名の人物が， とある日曜日に吟遊詩人の詠

う「聖アレクシス伝」を耳にして，使徒に倣ったキリスト教徒になろうと回心

し，貧者に自身の財産を分かち与えながら，俗語に翻訳した福音書といくつか

の詩篇を読み込んで，清貧に基づく使徒的生活を勧める説教活動を行うように

なったことにあるとされる． そんなヴァルド派は， 1215年の第4回ラテラノ公

会議においてカトリック教会側から異端者として断罪されてしまうのだが，異

端審問を避けるべく展開された約300年の地下活動期間を経たのち， 1532年に

なってスイスの宗教改革運動に参加する．そして， フランスの宗教改革者ジャ

ン・カルヴァンJeanCalvinの思想に基づくカルヴァン派と教義的な合同を果た

すこととなった．その結果，創設期から有していた彼ら本来の教義や慣習の多

くは消失してしまい，以後はプロテスタントの一派として，今Hに至っている．

ただ， このように宗教改革期に大きな変革を経ているにも拘わらず「ヴァル

ド派」という名や組織は， カルヴァン派側との合同で消失することなく， 21世

紀になる今日なお信者たちによって保存されている．宗教改革参加後のヴァル

ド派に関しては，完全なカルヴァン主義者となり，純粋なヴァルド派としての

歴史は終わりを迎えたという学説があるく☆'>、 しかしその一方で，歴史的側面

におけるヴァルド派は終わりを迎えても，彼らのアイデンティティは新たな教

会へ結びついているという学説もあることからく☆2>， カルヴァン派と教義的に

AUDISIO,Gabriel, <<Lafind'unesecte:lesvaudoisdeviennentprotestants",Re/igio""

β妬じん』わ",XZIg三XﾙﾉZ刀f""",Publicationsdel'Universit6deProvence,Aix-en-Provence,

2001,p.78.

TOURN,Giorgio,I腋ﾉﾋなj-IZ左"〃”2s”γiα戒〃"α〃""＠”"z",Claudiana,'Ibrino,1993,

pp､16-17.
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合同したとはいえ， あらゆる面においてヴァルド派の要素が消失してしまった

と言いきることはりIか早計かと思われる． ヴァルド派という名称や組織が保存

されている以上， カルヴァン派との間には形式面だけでなく，精神面にも何ら

かの差異が存在しているのではないか－これが，筆者のヴァルド派研究上の

立場である．

では， ヴァルド派とカルヴァン派の間に見られる精神的差異とは，一体どの

ようなものがあるのだろうか． これについて筆者は， 中世ヴァルド派が生み出

した彼らの起源に関する独自の伝承に，差異を見出す1つの手掛かりがあると

考えている． なぜなら， ヴァルド派内部で継続的に語り継がれてきた彼らの起

源伝承は，宗教改革以前の時代から信仰活動に従事しているというヴァルド

派の歴史を示すものであり，改革以前の歴史を持たないカルヴァン派に対して

｢宗教改革の先駆者」という時間的（歴史的）な差異を顕在化する装置として機

能していると思われるからである． 同時に伝承は， ヴァルド派における集合的

記憶装置として機能しているとも考えられるため，彼らと伝承との関係性を考

察することは， ヴァルド派の集団意識を明らかにすることにも結びつくと思わ

れる． そして，宗教改革後のヴァルド派が持つヴァルド派としての集団意識を

明らかにすることは， 同一団体として混同されがちなヴァルド派とカルヴァン

派の差異を明確化するために，是非とも必要なことといえるのである．

そこで本稿では， ヴァルド派とカルヴァン派との精神的差異を見出す手掛か

りとして彼らの伝承を取り上げ，時代ごとにヴァルド派が自らの起源をと．のよ

うに認識していたのかを考察することを目的とする．以下では， まず，伝承の

具体的内容を概観し， それに関する記述がある史料を紹介する．続いて，取り

上げた史料の中で伝承がどのように表現されているのかを時系列的に確認しつ

つ，創設期から宗教改革期を通して， ヴァルド派が保ち続けている集団意識の

変遷を辿っていきたいと思う．

’ I.ヴァルド派の起源伝承
まず初めに， ヴァルド派が有する起源伝承の内容を見ておきたい．彼らの伝

承は2種類存在している．便宜上，本論文内ではそれぞれを「シルウェステル1

世」と「使徒の後継者」と呼称するが，双方ともに史実に基づかないフイクショ
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ンである． いつ，誰が， これらの伝承を最初に語り始めたのかを正確に特定す

るのは難しい． ただ， 1260年から1266年の間にパッサウ司教区のとある修道

士によって書かれた『対異端ヴァルド派の書』L伽γ‘｡"”肋肋"s"""e"c"の

中に，数行ながらヴアルド派の伝承についての記述が見受けられく☆3>， 昨今の

ヴァルド派研究においては， これが彼らの伝承について言及している最古の文

献であるとされている． そして伝承は， 自らの正統的起源を表すものとして，

いつしかヴァルド派信徒間における真の歴史となり， 13世紀以降長きに渡っ

て受け継がれていくようになった．では， これら2つの伝承は，一体どのよう

な内容なのだろうか．

’ I-1.シルウェステル1世
シルウェステル1世Silvesterlとは，実在したローマ教皇(在位314～335年）

のことを指しており，決して架空の人物ではない．側近の信者たちと共に清貧

に基づく使徒的生活を率先して行っていた彼は， ハンセン病を患っていたロー

マ皇帝コンスタンテイヌス1世Constantinuslに洗礼を施して病を治癒したこと

から，その感謝の印として皇帝から西ローマ帝国の世俗的支配権を寄進された．

この一連の出来事は，皇帝が教皇に権力を寄進した際に証拠として贈られた

『コンスタンティヌスの寄進状』Co""""""zC""s""""jという文言に記載され

ている． しかし， この文書は15世紀にイタリアの人文学者ロレンツォ・ヴァッ

ラLorenzoVallaによって，教皇ステフアヌスII世の側近が8世紀中頃に作成し

た偽造文書であると提言され，幾度かの論争を経たのち， 18世紀になってか

ら，寄進状に書かれている内容は史実ではなく単なる伝承であったと確定され

ているく身:『4>，

ヴァルド派は， この伝承の内容に独自の解釈を付加しており， 1330年から

1350年の間にヴァルド派信徒の一人によって記されたとされる「選民の割〃‐

GONNET1Giovanni,E"cﾙ"〃io"/b""""' ‘zﾉα雄""""2IZClaudiana,Torino,1998,

pp.115-116;PSEUDO-RAYNIER,〃んγ”"ｵ”〃"ん左"s“ル2272""s,3.Pourquoi lasecte

desPauvresdeLyonestlaplusdangereuse."Interquasomnessectas,quesuntvelfi,e-

runt,nonestperniciosiorecclesiedeiquamLeonistarum,ettribusdecausis:primaest

quiaestdiumrnior.Dicuntenim,quodduraveritatemporeSilvestri;aliidicunt,quoda

temporcapostolorum.>>

cfGONNET;JeanetMOLNAR,Amedeo,L"""zibi,""Mq)ﾉe"4e,Claudiana,
Tbrino,1974,p.413.
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此γE""γ""において， その詳細が確認できる． この『選民の書』に関するイギ

リスの歴史学者ピーター・ビラーPeterBillerの研究によると， ヴァルド派側の

伝承の解釈は「カトリック教会は寄進状の時までは神聖なものであり， その後

シルウェステルは寄進状を受け取ったが，側近はそれを拒否して彼の傍から離

れていった． 〔…〕徐々に， カトリック教会の大部分は邪悪なものとなっていっ

たが，一部は真理の内に留まった｣<☆5>とされている． さらに， ヴァルド派牧師

にして研究者でもあるジョルジオ・ トウルンGiOrgioTburnによれば， ヴァル

ド派は自らのことを， コンスタンティヌス帝とシルウェステル1世との間で結

ばれた契約を受け入れていない， その契約を告発するカトリック教会の信者で

あり （権力を手に入れたことで教皇領内において圧政を敷き， キリスト教の信

仰活動を疎かにするようになったシルウェステル1世と離別して）教会の中の，

真正で，神聖で，善良で， “健全な”一派だと考えていたようであるく☆6>・両者

の研究を考察すると， ビラーの言うシルウェステル1世の傍から離れた「側近」

及び｢一部」とはヴァルド派のことを指しており， トゥルンの言う「信仰活動

を疎かにするようになった」とはカトリック教会が「悪質なものとなっていっ

た」ことを意味していると思われる． そしてこの内容は，彼らの起源を示す伝

承として，以後そのまま語り継がれるようになっていった． これが「シルウェ

ステル1世」の伝承である．

’ I-2.使徒の後継者

続いて挙げる「使徒の後継者」の伝承は， 「シルウェステル1世」の例とは違っ

てモデルとなる話が存在せず，その大部分はヴァルド派が独自に作成したもの

BILLER,Peter,"ど恥雌"J","70-Z530-B"lIUe2〃”γど/妙“｡γ”｡α”α‘ﾙ"γ‘6，

Ashgate,Surre)52001,p.202. ､〈'IheChurchwasholytilltheDonation,thenSylvesterac-

ceptedtheDonationwhileacompanionrefilscdandlefthim(thisisthedetailbasedon

narration).SlowlyithegreaterpartoftheChurchfbll intoevn,whilcasmallerpartstayed
intruth.〉》

TOURN,Giorgio,L"""4jbij-LFro""α"たα‘ひど"r"γe"""”排一電肱e,Claudiana,Tb-
rino,1999,pp.39-40. <<[…]ilssontdescroyantscatholiquesquin'acccptentpaslemarchc

concluentreConstantinetSylvestre,quiled6noncent; ilsrepr6sententlapartieauthenti-

que,saine,bonne,"benigne''del'Eglise.".cf""ん恥姓"Jj""z咋睦"α,manuscritcod.

St.FloriaX1,152,KIosterneugurginEm.Comba,HiW"e"J腋"fibif,Paris-FlorenCe,

1898,pp.190-203; トゥルン自身はエミリオ・コンパEmilioCombaの文献を参考

にしており， 「シルウェステル1世の伝承」という形でpp.233-234.に引用箇所を
拳げている．

☆5
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である． ビラーによると，彼らの伝承では， キリストに付き従った12人の使徒

のうち， 4人が常にキリストの教えに忠実である中， そうではない8人が異なる

教えによる典礼を行って， 4人を教会から追い出したと描写されているく☆7>， こ

の4人は，具体的にどの使徒を指すのか特定されていないが，エルサレムから

ヨーロッパ各地を訪ね， キリストの教えを布教して回っていたようであるく☆8>・

ヴァルド派信者の間では， この8人による典礼方法を受け継ぐのはカトリッ

ク教会であり， 自分たちは追放された4人による典礼方法を継承する正統なキ

リスト教徒であると理解されていた． オランダのヴァルド派学者アルベルト ・

デ・ランゲAlbertdeLangeによると， この伝承はヴァルド派が1215年の第4

回ラテラノ公会議において，説教権の無断行使を理由に異端として断罪された

後， カトリックの説教権の独占に対する反駁として，平信徒の説教権を要求，

主張するために用いられたようであるく☆9>・ リヨンの路上でヴァルデスや彼の

信奉者たちが説教を始めた時カトリック教会はその行為に対して「平信徒が

教会に無断で説教をしてはならない」との注意勧告を行った． これに対して

ヴァルデスたちは，公的に説教活動に従事すべく， 当時のローマ教皇に説教の

許可を願い出た． その結果「説教を行う際には，毎回リヨン司教の了承を得る」

という条件付きで許可を得ることはできたのだが，後に「人よりは神に従う」

BILLER,Peter".r".,p.216note29,pp.218-219note37;ヴアルド派の女性ペロネツ
トPeyronetteの証言(1335年) <《…DicebanteciamquodquandoChristusascendit in

celumrelinquid.XII.aposmlosinmondoquieiusiidempredicarent.QL'orumquamor

retinuerunteiuslibros,aliiverooctoiveruntadficiendumortosetcumaliislibriscanta-

bantetnulluseosintelligebat.Aliiautem.IIII.cantabantinlibrischristietomnesipsos

intelligebant.QLlodaudientes illi .VIII. fi'eruntfbrcioresetexpuleruntillos .IIII.de

ecclesia・Etcumipsi .IIII.ivisscntadplateametibicantarent,aliii.ⅥⅡ.filcruntfbrciores

eteiecerunteosdeplatea.EtmnciUi .IIII・ceperuntireocculteetdenocte.Etaddebant

supradictiValdenses:"Nostenemusviamillorum.IIII.quibusremanseruntlibrichristi;

sacerdotesveroetclcricisecunmrviamaliorum.VIII.quivolebanttenereviamgrossam!…”

cfAcuradiGENRE,ArmroeBERI;Oriana,Lgggで"姓‘′""zio"i'"o/Zzγi”ノル脇"i

脇雄",Claudiana,Tbrino,1982,p.163.ヴアルド派の間には「使徒パウロがスペイン
へ伝道に向かう際にピエモンテの谷（ヴアルド派の谷）に立ち寄り， その土地の住

民をキリスト教化した」という使徒の後継背の亜流と恩しき伝承もあるため， 4人

の使徒の内の1人はパウロの可能性がある．

DELANGE,Albert, <<DieUrsprungsgeschichtenderWaldenserindenCottischen

AlpenvorundnachderRefbrmation>>R戒γ"22γ“K"z〃雄"γo”xeB"uぞ""ge""〃

妬"物"2"rore",Smttgart-BadCanstatt,2004,p.294.なお， 当該個所の参照において
は，デ・ランゲ氏から個人的に譲り受けた何論文のイタリア語訳版“Lenarrazioni

suUeoriginideiValdesinelleAlpiCozie,primaedopolaRifbrma),も参考にしている．

☆7
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<☆'0>という聖書内の言葉を重視するようになってから，彼らは少しずつカトリッ

ク教会に無断で説教を行うようになっていく． この無断の説教行為がカトリッ

ク教会に対する不服従と見なされたために， ヴァルデスたちは教会側から異端

者として断罪された． にも拘わらず，彼らはその説教活動をやめず，使徒たち

が行っていた伝道活動の後継者であるという独自の伝承を生みだし，清貧に基

づく使徒的生活を実践しながら，遍歴説教を行う自分たちにこそ説教をおこな

う権利があると主張するようになった． これが「使徒の後継者」の伝承である．

| Ⅱﾙﾙﾄ派の史料分析'宗教改革参加㈲
ここからは,上で挙げたヴァルド派の伝承が史料の中でどのように表現され，

変化したのかを考察する．宗教改革参加の際に起こったヴァルド派の思想変革

は，彼らの伝承にも何らかの影響を与えた可能性があると考えられるため，本

稿では伝承に関する史料を改革参加前と参加後の2つの時期に分けて紹介する．

まず本章では，宗教改革前の史料を分析していくことにする．

|Ⅲ『崇高な読調」
ヴァルド派の思想について考える上で，最も有効な資料の1つに「ヴァルド

派文書」Litt6ramresvaudoisesというものがある． これは，多くの場合， ヴァ

ルド派の信者や関係者らが筆をとり， ヴァルド派の谷における方言(Lepatois

vaudois)を使って記したとされるテクストのことを指しており，現在はヨー

ロッパの様々な図書館に分散して保管されているく☆'1>、 このヴァルド派文書の

うち伝承に関する記載があるものとして挙げられるのが， 15世紀前半に編蟇

された詩篇の1つ『崇高な読調』Nb力〃LC)/czo"である．

これは，数あるヴァルド派の詩篇の中で最も著名なものとされており，全

492行がオック語あるいはヴァルド派の谷の方言で書かれていて，今日ではケ

使徒言行録（第5章29節）

cfGONNETetMOLNAR,".c".,PP.319-369;cap.VII.Lalitt6raturevaudoise.ゴン
ネットらの定義によるlitteramresvaudoisesとは，広義では直接的， 間接的にヴァ

ルド派に関する記述のある文書，狭義ではヴアルド派が自らの方言を用いて記し

た文書を指している． ただ， より限定的な意味で， ヴァルド派が生み出した詩篇

を指すこともある．

☆10
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ンブリッジに2編， ダブリンに1編， ジュネーヴに1編と合計で4つの写本が

現存している． フランスの歴史学者ピエレット ・パラヴィーPierretteParavvに

よると， 『崇高な読調』は詩篇の形で当時のカトリック教会に対する中世ヴァ

ルド派のマニフェストが示されたものであり， 中世ヴァルド派の思想を検証す

る上で頻繁に言及される史料とされるく☆'2>， この詩篇において， ヴァルド派の

伝承はどのように示されているのだろうか．

サルヴェストル以来，今日までの， あらゆる教皇

あらゆる枢機卿， あらゆる司教， あらゆる修道院長

これら全ては，十分な赦免の能力を持ち合わせていない，

いかなる被造物に対しても， ただ一つの大罪であっても赦せるほどには

神のみが赦すことができ，それは他の者には不可能なことである．

上記は， ジュネーヴ大学教授のエドゥアール・モンテEdouardMontetによ

るケンブリッジ写本の校訂本からの引用(w.411-415)であるく☆13>、 ここで言及

されている「サルヴェストル」Salvestreとは， モンテ自身の仏訳にSilvestreとあ

ることからも， シルウェステル1世のことを指していると思われる． そして，

彼の在位の時期から後の時代におけるカトリック教会の聖職者たちが批判の対

象となっているために，やはりヴァルド派は同時期にカトリック教会から分か

れ， カトリック的ではない別の教会として信仰活動を続けていると考えていた

ことが読み取れるだろう．

『崇高な読調』では361行目以降からカトリック教会は堕落しているという

旨の批判が書かれておりく☆'4>， この中で当時のヴァルド派は「シルウェステルI

PARAVY,Pierrette,DehzCﾙ極だ"だγo"α/"e〃ん噸γ"“"Dα〃""′.･勿勾"",〃§必〃
グ

‘/次ﾉia"なん“Z3芋0－℃ど河Z幻の,Ecole丘anfaisedeRome,Roma,1993,p.1126.

MONTEI;Edouard,LaZVb雄Lど"",LibrairieG.Fischbacher,Paris,1888,pp.64-

65."QL,etouslespapes,depuisSilvestrejusqu'ipresent,Ettouslescardinaux,ettous

les6v6quesettouslesabbees,tousensemble,Nbntpasassezdepouvoirpourabsoudre,

qu'ilspuissentpardonnerAn'importequeUecreamreseulementunp6chemortel.Dieu

seulpardonne,cequcnulautrcnepeutfaire.>,pourlatraductionenfranfaisde"QL,emit

lipapa,quefbrondeSalvestreentroenaquest,Emitlicardenal,etuitlievesque,etuitli

aba,mitaquistiensemp,Nonhantantdepoestadedeverasolverqu'ilhpoysanperdonar

Anengunacreamrapurunpecamortal.SolamentDioperdonaqueautrenonopof,r.>>
MONTE工必泌pp.58-65.

☆12

☆13

☆14
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世｣の伝承を用いてカトリック教会の権威的存在である教皇を批判することで，

カトリック教会全体をコンスタンテイヌス帝から与えられた世俗的権力に溺れ

て堕落した集団として位置づけ，健全な信仰活動を行ってきた自分たちこそが

正統のキリスト教会であるとして， カトリック教会との差異化を図ろうとする

意識を持っていた可能性がある．すなわち「シルウェステル1世」の伝承は， カ

トリックとの差異を明確にするために，独自の解釈を加えて利用されていたと

考えられるのではないだろうか．

| Ⅱ-2ｴｺﾗﾝパデｲｳｽへの書簡
上の史料は「シルウェステル1世」の伝承に関するものだったが， 「使徒の後

継者」の伝承について明確な記述があるものとしては， 1530年10月初旬に，

ヴァルド派の説教師（バルバBarba)であったジョルジュ・モレルGeorgeMorel

とピエール・マッソンPierreMassonから， 宗教改革者のヨハネス・エコラン

パディウスJohannesmcolampadiusへ宛てて書かれた書簡が挙げられる．

16世紀初頭，宗教改革運動へ参加するか否かで揺れ動いていたヴァルド派

は，宗教改革者側の意見を求めるべく， 当時スイスのバーゼルにいたエコラン

パディウスの元へ2人のバルバージョルジュ・モレルとピエール・マッソン

ーを派遣したその際，派遣前に彼への挨拶状として送られたものがこの

書簡で，本文はラテン語で書かれており，現在はダブリン・ トリニティー・カ

レッジ図書館で保管されているく☆'5>，書簡には，宗教改革における神学思想，

教会組織，信仰生活等について彼の意見を求めるヴァルド派側の声が記してあ

るのだが， その冒頭にあたる部分に「使徒の後継者」に関するものと恩しき記

述が見られるため，以下にその該当箇所を引用しておく．

私どもは誰もが， ある貧しく弱き民の導き手（教師）であります． この

民はすでに400年以上前,いや土地の者がいうには使徒の時代以来－もっ

とも， キリストの大いなるお恵み以来とは申しませんが（このことは敬度

な人には容易にわかることです）－残酷な鰊の間にとどまり， しばしば

TimityCollegeofDublin,MS.259C､5.18,Me"re"""gｵo昨晩城"$jα郷""jaZウノ

”"‘どγ""zg"2"'"'"@fGeo'g2M""γど/α"〃Pjeγ”M""｡〃”B""γα"〃Oα'"”α"“〃’
Z"0,Dublin.

☆15
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その鰊で刺され，苦しめられましたが，上記のお恵みによって解放された

のですぐ☆'6>、

まず， この冒頭に見られる「ある貧しく弱き民」とはヴァルド派の平信徒の

ことを， 「導き手」とはモレルやマッソンのような指導者的立場の者（バルバ）

のことを指していると思われる．そして，続く文で土地の者たちが用いている

｢使徒の時代以来」という語句からは， ヴァルド派のコミュニティ周辺の土地

に住む者たちは， ヴァルド派のことを「使徒の時代から存在している」と認識

していたことがわかるだろう． ただ， ここで気になるのは「400年以上前」と

いうヴァルド派側の証言である．土地の者たちが「ヴァルド派は使徒の時代か

ら存在している」と認識しているのに対し，後継者を自称していたヴァルド派

側からは｢400年以上前」という具体的な年数が示されている．では， なぜ両者

の間には，起源となる時代に関してこのような認識の差異があるのだろうか．

16世紀におけるヴァルド派内部には， 「使徒の後継者」の伝承とともに，お

よそ400年前に起源があるという史実も伝わっていたと思われる． この「400

年」という年数は， 当時から遡って考えると， ヴァルド派の創始者であるヴァ

ルデスがいた12世紀が該当する． 12世紀の中でもヴァルデスが活動を始めた

と言われている1170年代と比べてみると，年代的には約40年の誤差が生じて

おり，彼の名前も文中には挙げられていない． しかし，具体的な年数が提示さ

れている以上， モレルやマッソンのような指導者的立場にある人物の中には，

何らかの形で史実に基づくヴァルド派の起源を知り， 「ヴァルド派は12世紀

(ヴァルデスの時代）に発祥した」と考える者もいた可能性は否定できないだろ

う． 「400年以上前」という表現は，必ずしも12世紀を指しているとは限らず，

遡ればそれよりも過去に位置する「使徒の時代」も当然含まれることになる．

それでも， この「400年」という具体的な年数の提示には，何らかの意味があ

VINAY,Valdo,LeCひ'Z/mio"j〃た火”γ伽"z"〃”"”""ど"が"成α/qgo/""'γi"α，e

"Jeco"""R","",Claudiana,Tbrino,1975,p.36;cap.I.IbarbaGeorgesMorelePierre

MassonaEcolampadio(primideottobrc？1530)."QLlandoquidem,utremsemelcapias，

sumusqualescunquedoctorescuiusdamplebisindigaeetpusillae,quaeiamplusquam

quadringentisannis, imo,utfrequenternostratesnarrant,atemporeapostolorum,non

tamen,utflcileiudicaruntquiquePii,citraChristi ingentemfhvoreminterspinassae-

vissimascommorataestcrebroqueiisdemspinispunctaatquecruciatapraedictofivore
liberataest.》》

☆16
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るように思われる．書簡においては「400年以上前」と「使徒の時代」という2

つの説に対して，二者択一的に起源が断定されているわけではないため， ヴァ

ルド派がどちらに信想性を置いていたのかを特定することはできない． ただ，

モレルとマッソンの記述からは， 「使徒の後継者」の伝承のみが， 当時のヴァ

ルド派内部において，必ずしも「真の歴史」として語られていたわけではない

ことが読み取れるのである．

|Ⅲ〃瀞ルド派の史料分析，宗教改革参加後‘ イ
β

先の章では，宗教改革参加前の時代において， ヴァルド派の伝承がどのよう

に語られていたのかを確認した． そして，宗教改革参加後もヴァルド派の伝承

が引き続き語り継がれていったことは,すでに冒頭で述べた通りである． ただ，

改革参加前に語られていたものが一貫して受け継がれていったわけではなく，

参加の際の思想変革の影響から，その内容に大きな変化が起こることには留意

しておきたい． そこで本章では， ヴァルド派の伝承が，宗教改革参加後にどの

ような内容で語られるようになっていったのかを分析する．

|Ⅲ-' 2つの年代記作者の著作
宗教改革参加後におけるヴァルド派の伝承が確認できる史料として， まず2

つの年代記を挙げておきたい． 1つ目に紹介するのは， 1561年6月から7月の

間に出版された「アングローニュ谷，ペロッス谷，サン・マルタン谷……の領

民に対してサヴォワ公爵エマニュエル・フイリベールによって引き起こされ

た戦争の忘れがたい歴史』H〃""2"z"zom""/tr9"どγγどか"'"/bD"c"S"W)ノビ，

E"zα""β/〃/〃27.jjco""es"s"峡"z"s肋"詫刑型""qg"e,庇γo"e,8.Af""/"……（以下

『忘れがたい歴史』）である． この著者は不明とされているが， 1559年からヴァ

ルド派の谷で牧師を務めていたシピオーネ・ レントーロScipioneLentoloが，

1561年4月初旬に宗教改革者テオドール・ ド・ベーズ'n,eodoredeBeze宛てに

イタリア語で記した『陳述』Mzγ""oをフランス語に訳したものという可能性

があるため，実質的な著者をレントーロとする見方があるく☆'7>・ 『忘れがたい

歴史』には，伝承に関する具体的な記述は見られない． だが， 1560年2月にサ

ヴォワ公爵のエマニュエル・フイリベールEmmanuelRlibertdeSavoie宛てに
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送られたヴァルド派の信仰告白と嘆願書について言及された箇所に，彼らの起

源に関する記述があるので，以下にそれを引用する．

告白の概要は，彼ら（ヴァルド派）が，神の御言葉によって確証されう

ることにおいて，使徒信条， ニカイア信条， アタナシウス信条，最初の4

つの全地公会議， そしてあらゆる古代の神学者を受け入れ， 旧約・新約聖

書に含まれることの全てを信じていた， ということだった〔…〕なぜなら，

何百年も前から，父から子へと彼らの元に留まり，手元に有する数多くの

古い書物によって容易に示すことが可能であるように，教義が彼らの間で

保持されてきたからであるく☆'8>、

文面からはヴァルド派の思想がプロテスタント化している様子が読み取れる

が， ここで注目したいのは「何百年も前から〔…〕このような教義が彼らの間

で保持されてきた」という箇所である． この記述を見る限り， 当時のヴァルド

派側には自らの起源が宗教改革より遡ること何百年も前にあるという認識が

あったと考えられる． 「何百年も前から」depuisplusieurscentaineSd'ansという

表現だけでは， いつの時代に起源があると考えられていたのか具体的に特定す

ることはできない． ただ, plusieursという語から判断するなら，かなり過去の

時代にまで遡るものと推測できるだろう．

☆17 cfGILMONT;Jean-RanfoiS,"Auxoriginesdel'historiographievaudoiseduXVIsie-

cle:JeanCrespin,EtienneNoelctScipioneLentolo>>,I脇雄J/‘〃"γ"",CoUanadeUa
SocietadiSmdiValdesi,'IbrrcPcUice,1982,p.173.

☆18 Anonimo,AcuradiBALMAS,EneaeDIENA,Vittorio,HIJ"かβ加勿れり”6〃火〃g"どγ72

〃た'αγ〃D"じ火sα‘zﾉq)ﾉe,E'"α""ど/P6"妙“”""““‘"峡czz‘ね賄雌J〃""grqg"β,庇一

7"",S.M"γ"",〃α"か‘,のα"途，c"""(U"""",'o"γ""""/tzRe/igio",Claudiana,Tbrino,

1972,p.78､<Lesommairedelaconfbssionestoit,qu'ilzcroioyenttoutcequiestcontenu

auVieiletNouveau'Ibstament,acceptantleSymboledesApostres, leNicene,etceluy

d'Athanase,lesquatrepremiersconcilesgenerauxetlibres,ettouslesanciensDocteurs,

encequ'ilzscconfbrmeroyent[sic]ilaparoledeDieu.Lesommaircdelarequestees-

toitqu'ilsecontentastleslaisservivreeniceUe,etnelcsvouloircontraindreifairechose

aucunecontreleurconscience,etqu'ilzestoyentprestsiCorrigerlesfautesqueparla

paroledeDieuleursseroyentmonstr6esenleurreligion,etqu'ilconsiderastqu'ilzneluy

faisoyentsigrandeinstancedecepourpetiteoccasion,cardepuisplusieurscentainesd'ans,

teUedoctrineavoitest6conserveeentreeux,commeflcilementpouvoyentmonstrerpar

plusieursanciennesescrimresqu'ilzontpardeverseux,quideperedfilzleursontde-
〃

nleurees...》＞
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2つ目に紹介するのは， 1562年2月にジユネーヴで出版された『ヴァルド派

と呼ばれる人々に対して1555年代から1561年までに引き起こされた迫害と戦

争の歴史』〃耐｡"e血'“α""｡"$〃g"eγγ"""S""伽α""忽乃55/"s9"を"乃矼

c0"雄〃e〃んq〃娩吻肋か(以下｢迫害と戦争の歴史｣）である． この年代記は，

1555年からヴァルド派の谷で説教活動を行っていたカルヴァン派牧師エティ

エンヌ．ノエルEtienneNo61によって記されたものであり， ヴァルド派側の視

点から書かれたものではないということに注意しておきたいく☆'9>， 「忘れがた

い歴史』に対して， この年代記内に描かれている1556年4月のトリノ高等法院

におけるヴァルド派の信仰告白表明の様子には，彼らの起源および伝承に関す

る記述があるので，以下にその部分を引用する．

そして， それは特に見事で，不滅の記憶に相当するものであり， いかな

る光が消えてしまったかのように見えるかくも濃い闇の中でも，純粋な信

仰に従事し,神の言葉によって教えられたことに従って歩んできた人々の，

何らかの小さな残党があった． とりわけ， ヴァルド派と名付けられた人々

が， これらの救済の教義を常に守ってきたく☆20>、

彼らの信仰は，先祖たちによって彼らの時代まで何百年にもわたって保

持され,守られたものである．そして（もし彼らが過ちを犯していることを，

神の言葉によって示したなら）自らの信仰が，真のかつ古代の教会の信仰

であるという自説に固執し続けることを，少しも望まなかったく☆21〉

cfDELANGE,QP.c",p.314.CfGILMON工Jean-Franfois".c".,p.181.
〆

NOEL,Etienne,HiJroi""J'師α""｡"J〃g"err"Jzz""""f'ん〃Z夕凪i".f9""e"ん,，

Z56Z,""ｫγどん'2"ﾉ24We旗腋"fibif,9"ie"α"邦‘zﾉ〃ん2s"翅"gγqg"2,L"""2,S.M"γ"",ﾙz

庇γ"“どα"〃β”′〃J虚P"碗o"/,Geneve,1562,pp.11-12.<<EtsurtoutCtstvnCchose

admirable&dignedememoireperpemelle,qu'aumilieudestenebressiespesses,qu'il

sembloitquetouteclartefi,stesteinte,ilyaitneantmoinseuquelquepctitresidudeceux

quiontsuiuilapureReligion,&quiontchemin6selonqu'ilsestoyentenseignesparla

paroledeDieu.Entreautres,ceuxqubnanommezVaudoisontto,lourspers6vcrecn
cesteDoctrinedeSalut.”

●串

NOEL,"cJIp.30《《[…] leurreligionavoitest6retenueetgardeeparleursancestres

iusquesieux,parplusieurscentainesd'ann6cs:&quantieuxqu'ilsnevouloyentpoint

demeurcropiniastres(sionlcurmonstroitparlaparoledeDieuqu'ilsestoyentenerreur)

amaintenirqueleurreligionestcenedelavrayeEglise&ancienne.)>

☆19

☆20
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この引｝11における「彼ら（ヴァルド派）の信仰は，彼らの時代まで先祖たち

によって何百年にもわたって保持され，守られてきた」という記述を見る限り

だと， カルヴァン派という外部の客観的視点からでも， 「忘れがたい歴史」と

同様， ヴァルド派が自らの起源を何百年も前dePuisplusieurscentainesd'ansに

あると考えていたことが確認できる． さらに「自らの信仰が，真のかつ古代の

教会の信仰であるという自説に固執し続けることを，少しも望まなかった」と

いう記述からは， 当時のヴァルド派が伝承によって構築してきた自らのイメー

ジを放棄しようとしていたかのような様子を読み取ることもできるだろう．

ここで， 2つの年代記に関する筆者の意見をまとめておく． 1532年に宗教改

革運動に参加したヴァルド派であるが，彼らの思想変革はその時点ですぐに達

成されたわけではない．実際は，長い年月をかけて少しずつ宗教改革の思想を

取り入れていったようで， カルヴァン派の理念に基づく教会組織「ヴァルド派

改革教会」Eglisevaudoiser6fbrm6eを設立した1564年が， ヴァルド派のプロテ

スタント化（カルヴァン主義化）完成の時であると言われているく☆22>、 このプ

ロテスタント化による影響があったのかどうかは定かではないが， 『迫害と戦

争の歴史』に見られる，伝承によってこれまでに築いてきた自らのイメージを

放棄するような様子からは．宗教改革参加後のヴァルド派内にとって伝承を語

り継いでいくことが困難になるような何らかの思想の変化があったことが伺え

る． さらに， 自らの信仰が「何百年」も前から受け継がれてきたものであると

いう点が， 2つの年代記（内外の視点）で一致していることも興味深い．以上

の2点を路まえると，宗教改革期のヴァルド派においては，使徒やシルウェス

テル1世の時代に起源があるという中世期のような共通の理解は確認できず，

起源そのものに関しても「何百年も前」と，時代認識が柳か抽象的なものとなっ

てしまっているために，彼らの伝承は宗教改革参加後に消失しつつあるかのよ

cfJALLA,Jean,"SynodesvaudoisdelaR6fbrmationdltxil(1536-1686)",B"ﾉﾙ"〃火

"so""fJlHIJ""2腋"ん"n.20,'IbrrePeUice,1903,pp.96-97.cfDELANGE,Albert,

“んi"｡, /@Iﾉα雌＄iβ/7r""α,Claudiana,2009,p.35.ジャッラが編纂したヴアルド派の教
会会議の議事録（1563年9月15日と1564年4吋18日に， アングローニュ谷で開かれ

た会議）には「古きヴァルド派教会を， カルヴアンの宗教改刷こ適合する方法で糸'1

幟し」 （[…]sedonnerentlatachedbrganiserl'ancienneEgliscvaudoised'unemaniere
confbrmeilaRefbrmationdeCalvin)という一文が見られ、デ・ランケは「このカル

ヴァン主義者としてのプロテスタント化は， 中世のヴァルド派思想の"終焉”を意味

している」 (questaprotestantizzazioneinsensocalvinistasignifica"lafine"delvaldismo
medievalc)と述べている．

☆22
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うに見える． だがしかし， この2つの年代記に描かれている様子とは異なり，

宗教改革参加後も依然としてヴァルド派がその起源を古代に見据えていたこと

を確認できる史料が，後の時代にも存在しているのである．

|Ⅲ-2 『ｳｱﾙド派の谷への栄光の帰還の歴史』
「迫害と戦争の歴史」から約150年後の1710年， ヴァルド派牧師アンリ ・ア

ルノーHenriArnaudによって記された「ヴァルド派の谷への栄光の帰還の歴史』

H耐｡"ど〃ん沙γie"s272"2γ生血脇"ん方〃加加K，秒α姓Sという書物が， ドイツの

カッセルで出版された． この表題にある「栄光の帰還」とは，一体何のことを

指しているのか． 1686年4月， ピエモンテのヴァルド派の谷においてフランス

とサヴォイアの連合軍によるヴァルド派の掃討作戦が展開された時，約4000

人のヴァルド派信者がスイス盟約者団の元に亡命を余儀なくされた． しかしそ

の後， アンリ ・アルノーを指導者とした谷への帰還を希望する約900人あまり

の信者が谷への帰還作戦を秘密裏に計画し， イギリスの名誉革命の混乱に乗じ

る形でフランスとサヴォイアの国境監視軍の目をかいくぐりながら徒歩でアル

プスを踏破， 1689年8月にスイスからピエモンテの谷への帰還を果たした． こ

れらの出来事が「ヴァルド派の谷への栄光の帰還の歴史』の表題の由来となっ

た「栄光の帰還」である．

このアルノーの著作においても， 中世期に語られていたようなヴァルド派の

伝承に関係のある言及は見られない． ただ，彼は冒頭の部分でヴァルド派の起

源について述べている． その記述は数ページに及んでおり，分量としては少々

多くなるが，伝承とも深く関わるものであるため， ここではそれに該当する箇

所を全て引用したいと思う．

これらヴァルド派のひとぴとは， ジル。ペラン， レジェなどの諸氏によ

るあらゆる地図と物語が証するように， サヴォワ公の支配下にあるピエモ

ンテのはずれの3つの谷に住んでいる． これら3つの谷はリュゼルヌ，サン・
ウア リ ス

マルタン， プルーズと呼ばれ， そこの住人たちはラテン語の"諸渓谷''Val-
ヴ オ ー ド ：-7

lisから自分たちの名前をとってヴァルド派Vaudoisと名乗っているのであ

り， それをほのめかすことが望まれていたような，高価な真珠をあがなう

ために財産をすっかり売り払ったリヨンの商人ヴァルドーに由来するとい

うことはないく☆23>、 さらに,クリュゾンもしくはプラジュラの谷もまたヴァ
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ルド派の谷であるが，そこはずっと歴代フランス王の支配下にあった． ヴァ

ルド派の信仰は，彼らの名前がはるかに昔から存在するのと同じように古

く，そのことは敵対者たちも真実の証によって，みずから認めざるを得な

かった． とりわけ，異端審問官レグネルスは， この人々の信仰について教

皇に報告をおこなう際C6“｡"0〃た”'z加加e"oγ/α"ん(彼らは太古の昔か

ら存在している）と述べている． この哀れな信徒たちが，かの素晴らしく，

偉大な人物たち，すなわちルターやカルヴァンやその他の宗教改革の指導

者たちが世にあらわれるより300年から400年以上も前に， ピエモンテ谷の

谷々や， プラジュラあるいはヴァルクリュゾンの谷， そしてオー・ドーフィ

ネ，すなわちブリアンソンやアンブリユネの山々に住んでいたことを， み

なに知らしめることも難しいことではなかろう． それゆえ，彼らの教会は，

他の教会のように改革されることは決してなかった． この教会が福音的と

呼ばれる由縁である．実際誇張もなく， 人々に押しつけることもなく，

このヴァルド派の人々は， あのイタリアから逃れた人々，すなわち，使徒

聖パウロが十字架にかけられたキリストについての説教をイタリアでなした

時代から， ヨハネ黙示録第12章の女性の例にならって，かの美しい土地を

捨て,彼らの谷の山中に引きこもった人々なのだということができる．以来，

その土地で彼らは，先祖代々今日に至るまで，彼らの信仰，すなわち聖パウ

ロの説いた福音書の純粋さと素朴さのうちに暮らしてきたのだく☆24>、

マタイによる福音習二 （第13章45-46節）

ARNAUD,Henri,月向”〃e虎〃gんがe“eγβ"〃〃姓J脇"”/J”"s〃"（‘zﾉα姓J,Albert

Meynier,Tbrino,1970,pr6facepp.c3-c5､<[…]cesVaudoisdemeurentdanstroisvaleesd

lbxtremiteduPiemontsouslbbeissanceduDucdeSavoyecommeenfbntfbitoutesles

cartes,8CleshistoiresdeMessieursGilles,Perrein,&Leger8<c.Cestroisval6ess'apeUent

lesval6esdeLuserne,deS・Martin,&delaPerouse,&leurshabitanssenommentVau-

dois,tirantleurnomdumotlatin腋"な&nonpascommeonl'avouluinsintierdeValdo

marchanddeLion,quivendittoutsonbienpouracheterlaperledegrandprix: ilya

encorelaval6cdeClusonouPragelas,quiestaussiVtludoise,maisquiatoWours6t6sous

ladominationdesRoisdeRance.LaReligiondesVaudoiscstaussianciennc,queleur

nomestvenerablecbstcequeleurAdversairesontet6obhg6sparletemoignagedelave-

rit6d'avotiereuxmemes,&princiPalementRegneruslnquisiteur, lorsquefaisantraport

auPapedelareligiondecettenation,illuiditencestermes,cﾙβ､""o"""oi加加e"0－

γ/α〃ん,qu'ilssontdetemsimmemorial;IIneseroitaussipasdi6cilcdefaireconnoitrea

toutlemonde,quecespauvresfid61es6toientdanslesvale6s,duPiedmont,dansceUede

PragelasouValcluson;&danslesmontagnesduhautDauphin6,savoirduBrianfonnois,

&del'Embrunoisplusdetrois,ouquatrecensansavantqueparussentaumondecesex-

３
４
２
２
☆
☆
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この引用において注目したい箇所は，次の3点である． まず1点目はエコラ

ンパデイウスに宛てたモレルとマッソンの手紙とは異なり， アルノーの文章

の中には「ヴァルド」という名前がはっきりと登場していることである． しか

し，彼は自分たちの起源がリヨンのヴァルドにあるとは述べておらず－本

来「ヴァルド派」という呼称は， カトリック教会が創設者の名前「ヴァルデス」

Valdesからとって名付けたとされているがく☆25>－ラテン語の「谷」腋肋とい

う語に由来すると考えていたようである．続く2点目は「異端審問官レグネル

スは， この人々の信仰について教皇に報告をおこなう際, CbeJo"0〃た”，'加一

"ze"zo""""(彼らは太古の昔から存在している）と述べている」という記述であ

る． 「太古の」/"",e"｡γ励娩(immemorial)という語は，時代を特定するには，

いかんせん具体的な表現ではない． ただ， モレルとマッソンの手紙に書かれて

いた「土地の者たち」の認識のように， カトリック教会側にもヴァルド派は遠

い過去の時代から存在しているという同様の認識があったことが読み取れるだ

ろう． そして3点目は「使徒聖パウロが十字架にかけられたキリストについて

の説教をイタリアでなした時代から， ヨハネ黙示録第12章の女性の例にならっ

て，かの美しい土地を捨て，彼らの谷の山中に引きこもった人々なのだという

ことができる．以来，その土地で彼らは，先祖代々今日に至るまで，彼らの信

仰，すなわち聖パウロの説いた福音書の純粋さと素朴さのうちに暮らしてきた
ヴ ォ ー ド 『7

のだ」という記述である．先に「ヴァルド派」という名称の由来がリヨンのヴァ

ルドにあると述べなかったアルノーは， その出自に関しても12世紀のリヨン

ではなく，使徒の時代のイタリアにあると明言している．つまり， 当時のヴァ

ルド派には「使徒の時代から福音を述べ伝えてきた」という考えが根付いてい

たことが理解できるのである．

ここで，本文中ではヴァルド派の起源について述べられているものの，その

c61ens,&extraordinairesPerSonnages,Luther,Calvin&autresLumieresdelarefbrma-

tion&dcl'Eghse:aussileurEgliscn'a-t-eUejamaiseterefbrme6commelesautres,ctst

pourquoiaussieUeestapelle6evangelique:Enefetonpeutdiresansexageration,&sans

aucunementimposerauPublic,quecesVaudoissontdecesRechap6sd'Italie,lesquelsdu

temsquel'Ap6treS.Paulypr6choitChristcrucifl6,abandonnerentcebeaupaIs,pourse

retireralbxempledelafbmmedul2.del'Apocalypsedanslesmontagnesdeleurvale6s,

ot'ilsontdepuisdemeur6depereenfilsjusqu'ipresentdanslapuret6&simplicitede
leurReligionCbstidiredel'EvangilequeprechoitalorsS.Paul.>,

AUDISIO,Gabriel,Z,"賑"”血一H泣oかe〃""2成唖咋刀ceZ2g-Z62"ec/f,Fayard,Paris,

2003,p.66;異端審問官ニコラス・エイムリツヒNicolasEymerichの供述による．

☆25
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起源に関する当時の彼らの理解は， これまでに見てきたものとは異なり「聖パ

ウロが伝道していた時代のイタリアから逃れた人々」という，全く新しい形に

なっていることに注目したい． アルノーは当時のヴァルド派における指導者的

人物であり，彼の言には十分な信想性があると考えられるので， おそらく伝承

は上記のような内容で伝えられていたものと思われる． しかし，宗教改革参加

前と比べて，伝承の内容がこれほどまでに大きく変化しているのは一体何故な

のだろうか．本章の冒頭で筆者は，宗教改革参加後のヴァルド派の伝承に関し

て「宗教改革参加前に語られていたものが一貫して受け継がれていったわけで

はなく，参加の際の思想変革によって， その内容にも何らかの変化が起こる」

と述べた． そして，伝承に影響を及ぼした思想変革が具体的にどのようなもの

かというと， それは「宗教改革者たちによるヴァルド派の遍歴説教と使徒的生

活の否定」ではないかと筆者は考えている．かつては「使徒の後継者」の根拠

を遍歴説教に置いていたヴァルド派だが，彼らが意見を求めた宗教改革者たち

の多くは， ヴァルド派が実践していた遍歴説教や使徒的生活の必要性を否定し

ていた．エコランパディウスもさることながら， ヴァルド派を宗教改革参加へ

と導いた第一人者であるフランスの宗教改革者ギヨーム・ファレルGuiUaume

Farelは， とりわけ強い否定の色を示していたようであるく☆26>， このように，改

革者たちから遍歴説教と使徒的生活の必要性を否定されたヴァルド派は，宗教

改革参加後にこれらを実践しなくなってしまい，それによって「使徒の後継者」

としての根拠を示すことができなくなったものと思われる．そして，歴史的根

拠の揺らいだ「使徒の後継者」の伝承は， オリジナルのまま語り続けるのが困

難になったのではないだろうか． ただ， それに伴って「使徒の後継者」の伝承

が消失したかといえば，決してそうではない． なぜなら， ヴァルド派は「遍歴

説教によってキリストの教えを伝播する使命を使徒から受け継いできた」とい

う根拠の代理として， アルノーの記述にもあるように「使徒たちが説教をして

いた時代から，聖パウロによって教えられた福音を忠実に受け継いできた」と

考えるようになった，つまり「使徒の後継者」の伝承の根拠を，遍歴説教にで

はなく，福音すなわち聖書の方に見出すようになったからである． これは聖書

に書かれている教えを最重要視するという点で，大いにプロテスタント的であ

るといえよう． そして， ここにカルヴァン派の教義を取り入れてプロテスタン

☆26 cfDELANGE".c",p.307
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卜教会の一派となった，宗教改革参加前とは異なるヴァルド派の思想が見てと

れるのである．

|結論僅今後の展≦
これまで見てきた史料の内容を踏まえ，本稿の結論を述べておく．

まず， 中世期において伝承に関する具体的な記述のある史料が確認でき，伝

承においてはシルウェステルや使徒という語が用いられていることから， ヴァ

ルド派がこれらの2つの伝承に基づく起源伝承を宗教改革前から有していたこと

は明らかである． ただ, 16世紀の宗教改革参加直前期のヴァルド派内部に「ヴァ

ルデス」起源説が存在していたことは無視できない．史料内にヴァルデスという

明確な表現こそ確認できないが， 400年前という具体的数字の出現により， 当時

のヴァルド派内部には，起源に関する史実的な認識があったことがわかる．

続いて，宗教改革参加後に語られていた伝承について見ると，宗教改革参加

直後には中世期に語られていたような起源伝承が見られなくなり，起源のある

時代の認識も「何百年も前」と暖昧なものとなっているが， アンリ ・アルノー

の記述においては起源伝承が引き続き語られていたことが伺える． ただ，その

内容は，遍歴説教や使徒的生活の実践に由来する「使徒たちが行っていた宣教

の使命を受け継ぐ者」というものから，宗教改革後には「使徒（パウロ）から

直々にキリストの教えを受けて以来， その教えを純粋に保持してきた」という

ものに変わっている．つまり， カルヴァン派の思想を取り入れてプロテスタン

トの一派となってからは， 「使徒の後継者」ではなく「福音の伝道者」の伝承に

よって，使徒の時代から自分たちが存在していることを語り継いでいったもの

と思われる． そして， この「使徒の時代からキリストの教えを述べ伝えてきた」

という認識こそ， カルヴァン派には見られないが， ヴァルド派には見られる精

神的差異であり，宗教改革後の時代には「福音の伝道者」の伝承がヴァルド派

という集団意識を保ち続けるための装置として機能していると結論づけられる

のである．

だが， ここで疑問として残るのは，宗教改革後の伝承の行方である．今回紹

介した改革参加後における史料の中では「シルウェステル1世」に関する伝承

が一切言及されていない． もちろん，他の史料で言及されているかもしれない
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が， 15世紀にヴァッラによる「偽造文書説」が提唱され， 18世紀にはこの学説

の信想性も確定的なものとなっていたことから，宗教改革後のいずれかの時期

に「シルウェステル1世」の伝承が語り継がれなくなった可能性は大いに考えら

れる． さらに， 「使徒の後継者」と「福音の伝道者」との間には関連性があるの

かどうか， また後者の伝承がいつの時期から語られるようになったのかも， 何

様に調査する必要があるだろう． そのため，今後の研究課題としては， ヴァッ

ラの「偽造文書説」を考慮に入れつつ「シルウェステル1世」の伝承が宗教改革

参加後も引き続き語り継がれていたのかどうかを調査し， 「使徒の後継者」の伝

承は「福音の伝道者」との関連性を中心に調査していくことが挙げられる． 同時

に，各々の伝承が最終的にいつの時代まで語り継がれていたのかを検討しつつ，

それに伴うヴァルド派の起源に対する意識の変化も同時に追っていきたい．

（大阪市立大学大学院後期博士課程）
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